











向けた古典籍インターフェースの開発」（研究期間：2015 〜 17 年度、研究代表者：2015年
度・田中大士、2016 〜 17 年度・小山順子）の成果の一環である。なお本共同研究は、JSPS科
学研究費補助金（基盤研究(A)）「日本古典籍における表記情報学の発展的研究」（研究期






















ける〟ための実践例―」は、その後、2018 年度中古文学会秋季大会（2018 年 10 月 20 日
於ノートルダム清心女子大学）の大会企画シンポジウム「古典をいかに「発信」するか― 
文学・文化・文化財―」においてほぼ同じ内容を報告し、それをまとめたものが「和歌を
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